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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

罐
山
の
華
清
宮
を
め
ぐ
る
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
艶
話
は
人
々
の
遍
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
盛
唐
の
玄
宗
は
、
こ
の
長
安
東
郊
の
リ
ゾ
ー

卜
温
泉
を
い
た
＜
好
み
、
毎
年
十
月
に
な
る
と
、
避
寒
の
為
に
、
楊
貴
妃
を
伴
っ
て
こ
の
温
泉
に
行
幸
す
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
当
然

に
、
華
清
宮
は
皇
帝
と
愛
妃
の
行
宮
に
ふ
さ
わ
し
く
壮
厳
を
極
め
た
。
と
り
わ
け
天
宝
六
載
（
七
四
七
）
、
玄
宗
が
楊
貴
妃
の
歓
心
を
買
う

べ
く
、
そ
れ
ま
で
の
温
泉
宮
を
麗
々
し
く
華
清
宮
と
改
め
て
か
ら
、
安
禄
山
の
乱
（
七
五
六
年
）
ま
で
の
約
十
年
間
は
、
そ
の
栄
華
の
絶
頂

期
で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
、
こ
の
間
の
開
元
天
宝
時
代
は
唐
朝
の
絶
頂
期
で
あ
り
、
ま
た
中
国
史
上
稀
に
見
る
繁
栄
期
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
小
稿
は
、
し
か
し
、
そ
の
”
強
者
ど
も
が
夢
の
跡
へ
中
盾
晩
唐
期
に
お
い
て
、
華
清
宮
が
如
何
に
急
速
且
つ
無
残
に
荒
廃
し
て

い
っ
た
か
を
主
た
る
考
察
の
対
象
と
す
る
。
そ
の
繁
栄
は
衰
落
の
序
章
で
し
か
な
い
。
後
述
す
る
如
く
、
玄
宗
の
治
下
、
無
上
の
栄
華
を

誇
っ
た
華
清
宮
も
、
安
禄
山
の
乱
（
七
五
六
年
）
、
魚
朝
恩
の
破
壊
（
七
六
七
年
）
、
及
び
会
昌
の
廃
仏
（
八
四
五
年
）
の
打
続
く
災
禍
を
経
て
、

中
晩
唐
期
に
は
見
る
影
も
な
く
衰
残
し
、
覚
に
五
代
後
晋
期
に
は
霊
泉
観
と
し
て
道
士
に
下
賜
さ
れ
る
に
至
る
。
実
に
急
激
な
盛
者
必
衰

の
事
理
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
襲
山
の
温
泉
自
体
は
、
自
然
の
摂
理
と
し
て
こ
の
間
も
変
ら
ず
湧
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
今

中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落

竹

村

則

-TJ 

／イ
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

日
の
湧
出
量
一
―
二
％
、
温
度
四
三
Co)
。
ま
た
年
年
歳
歳
、
季
節
が
巡
っ
て
来
れ
ば
樹
木
は
繁
茂
し
、
相
思
樹
は
紅
い
実
を
つ
け
た
。
こ

の
よ
う
な
華
清
宮
の
実
状
を
見
る
に
つ
け
、
長
安
洛
陽
の
要
路
に
位
置
す
る
こ
の
温
泉
に
旅
途
の
黄
塵
を
洗
い
流
し
た
歴
代
の
詩
人
は
、

こ
ぞ
っ
て
玄
宗
楊
貴
妃
の
盛
時
を
偲
び
、
う
た
た
昔
日
の
感
に
打
た
れ
て
詩
作
の
筆
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。

小
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
詩
文
資
料
の
う
ち
、
中
晩
唐
期
の
詠
華
清
宮
詩
を
史
実
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
盛
唐
に
続

く
中
晩
唐
の
詩
人
は
、
華
清
宮
の
衰
落
に
一
体
何
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
虚
飾
誇
大
を
常
と
す
る
詩
句
表
現
を
現
実
の
資
料
と
し
て
用

い
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
中
晩
唐
時
代
は
盛
唐
の
遺
民
も
ま
だ
生
存
し
て
お
り
、
盛
唐
の
見
聞
も
頗
る
現
実

的
で
あ
る
。
そ
の
華
清
宮
描
写
も
リ
ア
ル
で
迫
真
性
が
あ
る
。
よ
し
ん
ば
、
そ
れ
ら
の
資
料
が
伝
聞
に
も
と
づ
く
虚
飾
表
現
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
そ
こ
に
何
が
し
か
の
真
実
性
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
観
点
か
ら
、
小
稿
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
調
査
の
洩
れ
を
恐
れ
ず
、
中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
ぶ
り
を
文
献
資
料
的
に

ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
華
清
宮
の
衰
亡
史
に
―
つ
の
新
た
な
資
料
を
提
供
し
、
あ
わ
せ
て
、
華
清
宮
に
ま

つ
わ
る
楊
貴
妃
故
事
が
中
晩
唐
期
に
お
い
て
様
々
に
伝
説
化
し
て
ゆ
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

華
清
宮
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
盛
中
晩
唐
の
詩
中
に
表
現
さ
れ
た
も
の
を
除
け
ば
、
唐
・
李
吉
甫
の
『
元
和
郡
縣
圃
志
』
巻
一
に
、

華
清
宮
、
在
罐
山
上
。
開
平
十
一
年
、
初
置
温
泉
宮
、
天
賓
六
年
改
為
華
清
宮
。

と
あ
る
の
が
比
較
的
早
い
。
そ
の
後
、
唐
代
の
記
録
と
し
て
は
、

陳
鴻
「
華
清
湯
池
記
」

鄭
慮
誨
『
明
皇
雑
録
』
巻
下
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な
ど
に
、
温
泉
浴
池
の
構
造
に
つ
い
て
概
説
す
る
が
、
い
ず
れ
も
断
片
的
一
面
的
で
あ
り
、
華
清
宮
に
つ
い
て
総
合
的
に
記
述
し
た
も
の

で
は
な
い
。

宋
代
の
資
料
で
は
、
多
く
筆
記
小
説
類
に
華
清
宮
の
栄
華
が
回
顧
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
目
ぽ
し
い
も
の
で
は
、
王
謙
の
『
唐
語
林
』
巻
五

の
次
の
記
事
が
あ
げ
ら
れ
る
。

騒
山
華
清
宮
、
天
賣
中
、
植
松
柏
偏
満
巖
谷
、
望
之
鬱
然
。
朝
元
閣
在
北
嶺
之
上
、
最
為
斬
絶
。
次
南
、
即
長
生
殿
。
殿
東
南
、
湯

泉
凡
一
十
八
所
。
第
一
即
御
湯
、
周
環
敷
丈
、
悉
勤
白
石
、
螢
徹
如
玉
。
石
面
皆
隠
起
魚
龍
花
鳥
之
状
。
四
面
石
座
、
階
級
而
下
。

中
有
雙
白
石
甕
、
連
腹
異
口
。
甕
口
中
復
植
雙
白
石
蓮
、
泉
眼
自
蓮
中
涌
出
、
注
白
石
之
面
。
御
湯
西
南
、
即
妃
子
湯
、
湯
梢
狭
゜

湯
側
有
紅
石
盆
四
所
、
刻
作
菌
蒻
干
白
石
之
面
。
餘
湯
進
選
相
厩
而
下
、
繋
作
暗
賓
走
水
、
出
東
南
敷
十
歩
、
復
立
一
石
表
、
湧
出

灌
注
一
石
盆
中
、
後
人
為
也
。

周
勧
初
『
唐
語
林
校
證
』
巻
五
に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
事
の
原
出
は
『
買
氏
談
録
』
で
あ
る
。
ま
た
宋
・
錢
易
の
『
南
部
新
書
』
巻
己
に
も
同

様
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
主
に
華
清
宮
の
浴
池
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
宋
・
劉
斧
の
『
青
瑣
高
議
』
前
集
巻
六
に
は
、
張
蔽
「
襲
山
記
」
、
秦
醇
「
温
泉
記
」
を
収
め
る
が
、
こ
れ
ら
は
当
時
こ
の
地

に
伝
え
ら
れ
た
華
清
宮
を
め
ぐ
る
楊
貴
妃
伝
説
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
華
清
宮
の
実
態
よ
り
も
、
む
し
ろ
楊
貴
妃
の
伝
奇
小
説
資
料

と
し
て
の
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
華
清
宮
に
つ
い
て
記
録
し
た
宋
代
の
資
料
の
う
ち
、
最
も
客
観
的
で
史
料
性
に
富
む
と
思
わ
れ
る
の
は
、
宋
敏
求
『
長
安
志
』

巻
十
五
、
及
び
そ
れ
に
拠
っ
た
程
大
昌
『
雅
録
』
巻
四
の
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
後
出
の
『
薙
録
』
巻
四
の
記
述
を
あ
げ
る
。
該
書
に

は
、
「
華
清
宮
図
」
と
と
も
に
、
以
下
の
華
清
宮
の
宮
門
・
楼
閣
・
浴
殿
に
つ
い
て
順
次
紹
介
す
る
。

津
陽
門
（
正
門
）
・
開
陽
門
・
望
京
門
・
瑞
光
棲
・
飛
霜
殿
・
九
龍
殿
（
御
湯
ー
蓮
花
湯
）
・
玉
女
殿
・
七
聖
殿
・
宜
春
亭
・
重
明

閣
・
四
聖
殿
・
長
生
殿
・
集
震
豪
•
朝
元
閣
・
老
君
殿
・
鏡
棲
・
明
珠
殿
・
筍
殿
・
観
風
棲
・
闘
難
殿
・
按
歌
豪
・
毬
場
・
連
理
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こ。t
 

中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

木
・
飲
鹿
槽
・
丹
霞
泉
・
翔
鼓
棲
（
こ
れ
ら
の
位
置
に
つ
い
て
は
別
掲
写
真
参
照
）

『
雅
録
』
は
、
こ
の
記
述
の
あ
と
に
「
温
泉
説
」
を
載
せ
、
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」
に
い
う
「
春
寒
賜
浴
華
清
池
、
始
是
初
承
恩
幸
時
、

七
月
七
日
長
生
殿
」
、
ま
た
杜
牧
「
過
華
清
宮
」
詩
に
い
う
「
一
騎
紅
塵
妃
子
笑
、
無
人
知
道
謡
枝
来
」
の
詩
表
現
が
史
実
に
合
わ
な
い
こ

と
を
逐
一
論
証
し
て
い
る
。
以
上
に
は
、
唐
宋
に
お
け
る
華
清
宮
の
記
録
に
つ
い
て
、

次
に
、
中
晩
唐
に
か
け
て
急
速
に
衰
落
し
て
い
っ
た
華
清
宮
の
変
貌
ぶ
り
に
言
及
し
た
資
料
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、

宋
・
銭
易
の
『
南
部
新
書
』
巻
己
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

罐
山
の
華
清
宮
は
毀
曖
已
に
久
し
。
今
存
す
る
所
の
者
は
唯
だ
線
垣
の
み
。
天
賓
に
植
う
る
所
の
松
柏
遍
＜
巖
谷
に
満
ち
、
之
を
望

め
ば
鬱
然
た
り
。
屡
ば
兵
寇
を
経
と
雖
も
祈
伐
を
被
ら
ず
。

こ
こ
で
銭
易
は
、
華
清
宮
が
毀
た
れ
廃
れ
て
既
に
久
し
く
、
今
は
た
だ
周
囲
の
線
垣
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
天

宝
時
に
植
栽
し
た
松
柏
は
巌
谷
に
鬱
蒼
と
茂
っ
て
お
り
、
何
度
か
の
兵
乱
を
経
て
も
伐
採
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
禁
域
罐

山
の
樹
木
の
伐
採
を
禁
じ
た
こ
と
は
、
早
く
開
元
四
年
に
出
さ
れ
た
玄
宗
の
「
禁
罐
山
樵
採
救
」
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

(12) 

さ
ら
に
、
宋
・
鄭
剛
中
の
旅
行
記
「
西
征
道
里
記
」
に
は
、

山
間
の
宮
殿
、
基
址
皆
在
り
。

と
あ
り
、
鄭
剛
中
の
目
賭
し
た
華
清
宮
は
、
既
に
基
址
の
み
が
曼
曼
と
連
な
る
廃
墟
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

続
い
て
、
以
下
の
四
種
の
資
料
に
お
い
て
は
、
華
清
宮
零
落
の
記
述
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
後
出
作
品
が
先
行
作
品
の
記
述
を
巧
み
に

述
作
し
た
も
の
の
様
に
思
わ
れ
る
。
試
み
に
そ
れ
ら
を
古
い
順
に
並
べ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
緑
山
趾
後
、
天
子
〖
千
復
遊
幸
。
唐
末
、
遂
皆
比
暖
。
晉
天
福
中
、
改
為
震
泉
観
、
賜
道
士
居
之
。

（
宋
・
宋
敏
求
『
長
安
志
』
巻
十
五
…
・
:
1
0七
六
煕
寧
五
年
成
立
）

一
般
的
で
且
つ
客
観
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
あ
げ
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み
る
。

②
逮
禄
山
胤
、
天
子
遊
幸
益
鮮
。
唐
末
遂
啜
。
晉
天
福
中
、
改
日
露
泉
観
、
以
賜
道
士
。
（
略
）
時
元
祐
三
年

(
1
0八
八
）
中
秋
日
。

(13) 

（
宋
・
遊
師
雄
『
騒
山
圏
記
』
）

③
談
山
乱
後
、
平
復
遊
幸
。
唐
末
、
遂
皆
窟
磨
゜

（
南
宋
・
程
大
昌
『
薙
録
』
巻
四
）

④
右
華
清
宮
、
経
禄
山
胤
後
、
巡
幸
絶
少
、
唐
末
遂
暖
。
晉
天
福
中
、
改
震
泉
観
、
以
賜
道
士
。

こ
の
一
連
す
る
四
種
の
記
録
が
共
通
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
華
清
宮
は
、
安
禄
山
の
乱
後
、
天
子
の
行
幸
が
絶
え
て
な
く
な
り
、

唐
末
に
な
っ
て
毀
廃
し
、
遂
に
五
代
後
晋
の
天
福
中
（
九
三
六
ー
九
四
三
）
に
は
霊
泉
観
と
し
て
道
士
に
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
に
あ
げ
た
華
清
宮
の
零
落
を
伝
え
る
記
事
が
、
も
し
そ
の
ま
ま
実
状
を
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
先
に
あ
げ
た
『
長
安
志
』
『
薙
録
』

中
に
お
け
る
華
清
宮
図
、
及
び
宮
門
・
楼
閣
等
々
の
―
一
の
説
明
は
、
蓋
し
華
清
宮
の
在
り
し
日
の
栄
華
を
記
録
し
た
備
忘
録
で
あ
っ
た

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
記
録
が
如
実
に
示
す
よ
う
に
、
中
晩
唐
に
お
い
て
華
清
宮
が
急
速
に
衰
落
し
た
原
因
と
し
て
、
こ
こ
で
は
次
の
三
因
を
考
え
て

①
安
禄
山
の
乱
（
七
五
六
年
）

②
魚
朝
恩
の
破
壊
（
七
六
七
年
）

③
会
昌
の
廃
仏
（
八
四
五
年
）

（
『
臨
瀧
縣
志
』
巻
一
…
…
清
、

一
七
七
六
乾
隆
四
一
年
成
立
）
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

枯
死
の
一
途
を
た
ど
る
の
は
必
定
で
あ
っ
た
。

①
安
緑
山
の
乱

盛
唐
の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
安
禄
山
の
反
乱
軍
は
、
天
宝
十
五
載
（
七
五
六
）
六
月
十
六
日
に
は
既
に
壇
山
の
華
清
宮
を
占
領
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
安
緑
山
軍
が
、
特
に
華
清
宮
を
焼
打
ち
破
壊
し
た
記
録
は
見
当
ら
な
い
。
玄
宗
に
よ
っ
て
華
清
宮
に
豪
邸
を
下
賜
さ

(15) 

れ
て
い
た
安
緑
山
に
、
華
清
宮
を
破
壊
す
る
積
極
的
な
理
由
は
見
つ
か
ら
な
い
。
も
し
小
規
模
の
破
壊
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
安

禄
山
軍
の
粗
暴
さ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
安
禄
山
の
乱
を
華
清
宮
衰
落
の
最
大
要
因
と
し
て
あ

げ
る
の
は
、
蓋
し
安
禄
山
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
盛
唐
の
繁
栄
に
終
焉
を
も
た
ら
し
、
楊
貴
妃
を
失
っ
た
玄
宗
の
華
清
宮
行
幸
が
こ
れ
よ
り
杜

(16) 

絶
し
た
か
ら
で
あ
る
。
人
為
に
よ
る
栄
華
は
、
必
ず
人
為
に
よ
っ
て
衰
落
す
る
。
華
清
宮
も
ま
た
、
玄
宗
と
い
う
最
高
権
力
の
手
厚
い
庇

護
に
よ
っ
て
無
上
の
栄
華
を
遂
げ
た
以
上
、
そ
の
玄
宗
の
盛
唐
時
代
の
終
焉
と
共
に
、
栄
養
分
の
供
給
を
断
た
れ
た
精
華
の
如
く
、
衰
落

②
魚
朝
恩
の
破
壊

安
緑
山
の
乱
が
華
清
宮
衰
落
の
原
則
的
な
要
因
と
す
れ
ば
、
魚
朝
恩
の
華
清
宮
破
壊
は
現
実
的
な
原
因
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
『
旧
唐
書
』

巻
一
八
四
、
魚
朝
恩
伝
に
拠
れ
ば
、

大
暦
二
年
（
七
六
七
）
、
朝
恩
猷
通
化
門
外
賜
荘
為
寺
、
以
資
章
敬
太
后
冥
福
。
俯
請
以
章
敬
為
名
、
復
加
輿
造
、
窮
極
牡
麗
。
以
城

中
材
木
不
足
充
費
、
乃
奏
壊
曲
江
亭
館
、
華
清
宮
観
棲
及
百
司
行
癬
、
将
相
没
官
宅
、
給
其
用
。
土
木
之
役
、
僅
途
萬
億
゜

つ
ま
り
、
代
宗
の
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
、
魚
朝
恩
は
通
化
門
外
に
賜
っ
た
別
荘
を
章
敬
寺
と
し
て
献
上
し
、
今
上
皇
帝
（
代
宗
）
の
母
君

に
あ
た
る
章
敬
太
后
の
冥
福
を
祈
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
の
際
、
木
材
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
曲
江
の
亭
館
や
華
清
宮
の
観
楼
を
取
り

壊
し
て
建
築
資
材
に
充
て
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
破
壊
の
対
象
と
な
っ
た
「
華
清
宮
の
観
棲
」
が
、
数
あ
る
華
清
宮
の
ど
の
建
物
を
具

き

わ

体
的
に
指
す
の
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
「
牡
麗
を
窮
極
め
た
」
か
ら
に
は
、
章
敬
寺
の
建
築
は
大
規
模
で
豪
華
な
も
の
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
り
、
従
っ
て
、
華
清
宮
の
破
壊
も
「
公
」
権
力
に
よ
る
大
規
模
で
壊
滅
的
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
華
清
宮
は
、
玄
宗
と
い
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煙

中

壁

砕

摩

詰

賓

煙

中

壁

は

砕

く

摩

詰

の

書

童
山

奇
松
怪
柏
為
樵
蘇

童
山
竹
谷
亡
瞼
峨

奇
松

怪
柏
は
樵
蘇
と
為
り

な

背
谷
に
瞼
峨
亡
し

會
昌
御
宇
斥
内
典

去
留
二
教
分
黄
維

慶
山
汗
瀦
石
甕
毀

紅
櫻
緑
閣
皆
支
離

紅
楼
・
緑
閣

皆
支
離
た
り

慶
山
は
汗
瀦
と
な
り

会
昌
の
御
宇

の
ぞ去
く
と
留
ま
る
と

ニ
教

黄
細
を
分
つ

石
甕
は
毀
た
る

し
り
ぞ

内
典
を
斥
け

う
当
時
の
絶
対
権
力
者
が
楊
貴
妃
の
歓
心
を
買
う
べ
く
建
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
資
材
は
、
や
が
て
二
十
年
後
、
玄
宗
の
長
子
粛
宗

の
母
君
に
当
る
章
敬
太
后
の
冥
福
を
顧
っ
て
建
て
ら
れ
た
章
敬
寺
の
資
材
と
し
て
再
活
用

さ
れ
た
。
皮
肉
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
資
材
と
し
て
は
ま
だ
し
も
幸
せ
な
運
命
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
た
だ
そ
こ

に
、
宦
官
魚
朝
恩
の
阿
世
の
俗
心
が
仄
見
え
る
い
や
ら
し
さ
を
除
け
ば
で
あ
る
。

③
会
昌
の
廃
仏

会
昌
の
廃
仏
は
、
武
宗
の
会
昌
年
間
（
八
四
一
ー
八
四
五
）
に
発
動
さ
れ
た
仏
教
弾
圧
事
件
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
旧
唐
書
』

(19) 

巻
|
八
上
、
武
宗
本
紀
に
詳
し
い
。
ま
た
制
令
と
し
て
は
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
に
発
令
さ
れ
た
「
毀
佛
寺
勒
僧
尼
還
俗
制
」
が
あ
る
。
更

に
当
時
偶
ま
渡
唐
し
て
い
た
円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
そ
の
実
態
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
会

(20) 

昌
の
廃
仏
に
つ
い
て
は
、
既
に
中
国
仏
教
史
や
円
仁
研
究
の
立
場
か
ら
各
種
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
小
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
先
行
業
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
会
昌
の
廃
仏
が
華
清
宮
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す

(21) 

る
。
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
晩
唐
の
詩
人
鄭
隅
の
「
津
陽
門
詩
」
に
お
い
て
、
会
昌
の
廃
仏
に
お
け
る
華
清
宮
内
の
仏
寺
破
壊
の
惨

状
が
以
下
の
よ
う
に
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。

の
皇
后
で
あ
る
と
同
時
に
今
上
皇
帝
（
代
宗
）
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

雲
間
字
失
玄
宗
詩

石
魚
巖
底
百
尋
井

銀
林
下
巻
紅
練
遅

嘗
時
清
影
蔭
紅
葉

一
旦
飛
埃
埋
素
規

韓
家
燭
豪
俺
林
抄

千
枝
燦
若
山
霞
摘

昔
年
光
彩
奪
天
月

昨
日
鎖
鎗
嘗
路
岐

玄
宗
の
詩

百
尋
の
井
紅
練
遅
し

紅
葉
を
蔭
う
も

素
規
を
埋
む

林
抄
に
荷
り
し

千
枝
の
燦
た
る
こ
と
山
霞
摘
く
が
若
し

光
彩
は
天
月
を
奪
う
も

昔
年
昨
日

鎖
鎗
せ
ら
れ
て
路
岐
に
当
る

龍
宮
御
榜
高
可
惜
龍
宮
の
御
榜
高
き
こ
と
惜
づ
べ
き
も

火
焚
牛
挽
臨
崎
脆
火
焚
き
牛
挽
き
崎
詭
に
臨
む

孔
雀
松
残
赤
琥
珀
孔
雀
松
は
残
す
赤
琥
珀

鴛
鴛
瓦
砕
青
琉
璃
鴛
鴛
の
瓦
は
砕
く
青
琉
璃

周
知
の
如
く
、
会
昌
の
廃
仏
は
主
に
仏
教
の
排
斥
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
武
宗
自
ら
も
道
士
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
道
教
は
保
護
さ

れ
る
方
向
に
あ
っ
た
。
華
清
宮
に
は
朝
玄
閣
な
ど
道
教
建
築
物
も
多
数
あ
っ
た
が
、
ま
た
仏
寺
も
壇
山
の
周
辺
に
併
せ
て
混
在
し
て
い
た
。

会
昌
の
廃
仏
に
お
い
て
は
、
こ
の
仏
寺
が
毀
仏
の
対
象
と
な
っ
て
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
ま
ず
慶
山
寺
（
持
国
寺
）
や
石

甕
寺
、
更
に
紅
楼
や
緑
閣
が
跡
形
も
な
く
毀
た
れ
る
。
松
柏
は
伐
ら
れ
て
た
き
木
と
な
り
、
禿
山
や
枯
谷
が
現
出
す
る
。
楼
閣
に
あ
っ
た

王
維
の
山
水
画
や
玄
宗
の
題
額
も
消
失
す
る
。
文
字
通
り
巌
下
の
石
甕
か
ら
水
を
汲
ん
だ
石
甕
寺
も
今
は
塵
埼
に
埋
没
し
、
韓
国
夫
人
の

千
枝
灯
も
今
は
壊
さ
れ
て
路
傍
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
龍
楼
に
掲
げ
て
あ
っ
た
香
宗
の
寺
額
も
火
災
に
消
失
し
、
残
っ
た
孔
雀
松
の
下
に

一
旦
飛
埃

韓
家
の
燭
台

当
時

清
影

銀
林
下
に
巻
き
て

石
魚
巖
底

雲
間
字
は
失
す
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さ
て
こ
こ
で
、
そ
の
華
清
宮
の
零
落
に
ま
つ
わ
る
興
味
深
い
史
実
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
盛
唐
の
玄
宗
時
に
は
恒
例
で

あ
っ
た
皇
帝
の
華
清
宮
行
幸
が
、
中
晩
唐
の
皇
帝
に
よ
っ
て
時
た
ま
計
画
さ
れ
る
と
、
濫
費
や
不
吉
を
理
由
に
、
し
ば
し
ば
臣
下
に
よ
っ

て
諌
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
晩
唐
期
に
は
華
清
宮
が
宛
も
幽
霊
館
の
如
く
忌
み
嫌
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の

四
当
初
の
事
跡

皆
残
緊
せ
り

は
赤
荻
苓
が
生
え
、
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
結
婚
記
念
の
鴛
鴛
の
瓦
が
破
砕
さ
れ
て
一
面
に
散
在
す
る
惨
状
で
あ
る
。

こ
の
「
津
陽
門
詩
」
の
作
者
鄭
嶼
の
経
歴
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
全
唐
詩
』
巻
五
六
七
に
は
大
中
五
年
（
八
五
一
）
の
進
士
と
あ
る
。
（
更

に
古
く
は
『
郡
斎
読
書
志
』
巻
一
八
、
『
唐
方
子
伝
』
巻
七
）
ま
た
詩
中
の
老
人
の
述
懐
に
、

開
冗
到
今
鍮
十
紀

嘗
初
事
跡
皆
残
瀦

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
詩
は
、
開
元
年
間
（
七
一
三
ー
七
四
一
）
よ
り
「
十
紀
」
(
―
二

0
年
）
余
り
を
経
た
九
世
紀
半
ば
、
ほ

ぼ
作
者
の
進
士
及
第
前
後
の
作
品
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
安
禄
山
の
乱
よ
り
約
百
年
後
、
今
ま
た
会
昌
の
廃
仏
（
八

四
五
）
後
間
も
な
く
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
鄭
嶼
の
「
津
陽
門
詩
」
に
描
写
さ
れ
る
華
清
宮
の
衰
落
ぶ
り
は
、
多
分
に
含
む
詩
的
誇
張

を
差
引
い
て
も
、
そ
の
大
筋
に
お
い
て
は
実
態
を
活
写
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
線
纏
述
べ
来
っ
た
よ
う
に
、
安
禄
山
の
乱
、
魚
朝
恩
の
破
壊
、
そ
れ
に
会
昌
の
廃
仏
と
い
う
、
い
ず
れ
も
人
為
的
な
要
因
に
よ
っ

て
そ
の
繁
栄
の
命
脈
を
決
定
的
に
断
た
れ
た
華
清
宮
は
、
中
晩
盾
期
を
経
て
、
見
る
影
も
な
く
零
落
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

華
清
宮
の
残
映
が
先
述
の
宋
人
の
記
述
中
に
巧
み
に
描
写
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
史
実
に
も
ぴ
た
り
符
合
す
る
中
晩
唐

及
び
宋
文
人
の
華
清
宮
零
落
表
現
は
、
か
な
り
実
景
を
伝
え
た
信
憑
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

開
元
よ
り
今
に
到
る
ま
で

十
紀
を
鍮
え

62 

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

好
例
を
、
穆
宗
、
敬
宗
、
宣
宗
の
華
清
宮
行
幸
、
そ
し
て
、
当
時
の
臣
下
で
あ
っ
た
元
積
や
杜
牧
の
文
書
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
元
和
十
五
年
（
八
二
0
)
十
一
月
、
華
清
宮
行
幸
を
計
画
し
た
穆
宗
は
、
臣
下
に
切
諌
さ
れ
た
も
の
の
、
敢
え
て
そ
れ
を
強
行
し

(22) 

て
い
る
。
即
ち
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
一
、
憲
宗
元
和
十
五
年
（
八
二
0
)
十
一
月
の
条
に
次
の
如
く
記
す
る
。
（
『
旧
唐
書
』
で
は
巻
十
六
、

穆
宗
本
紀
）
十
一
月
…
…
上
将
幸
華
清
宮
。

戊
午
、
宰
相
率
雨
省
供
奉
官
詣
延
英
門
、
三
上
表
切
諌
、
且
言
「
如
此
、
臣
輩
嘗
隠
従
」
。
求
面
封
、
皆
不
聴
。
諌
官
伏
門
下
、
至

暮
、
乃
退
。

己
未
、
未
明
、
上
自
複
道
出
城
、
幸
華
清
宮
。
獨
公
主
、
騎
馬
、
中
尉
、
神
策
六
軍
使
帥
禁
兵
千
餘
人
麗
従
、
哺
時
還
宮
。

こ
こ
で
は
、
臣
下
が
何
故
に
穆
宗
の
華
清
宮
行
幸
を
強
く
諌
止
し
た
か
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
穆
宗
の
中
書
舎
人
で

(23) 

あ
っ
た
元
積
の
「
雨
省
供
奉
官
諌
駕
幸
温
湯
状
」
に
次
の
様
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。

今
月
（
注
：
元
和
十
五
年
十
一
月
）
二
十
一
日
、
車
駕
温
湯
に
幸
せ
ん
と
欲
す
。

お
も

右
、
臣
等
伏
し
て
以
へ
ら
く
、
温
湯
に
駕
幸
す
る
は
、
始
め
玄
宗
皇
帝
よ
り
す
。
開
元
致
理
の
後
に
乗
り
、
天
賓
盈
羨
の
秋
に
嘗

り
、
殿
宇
を
瞳
山
に
葺
き
、
官
曹
を
昭
應
に
置
き
、
線
垣
の
内
に
警
踵
し
、
馳
道
の
中
を
周
行
し
、
萬
乗
齊
し
く
謳
り
、
有
司
盛
＜

去
る
。
朝
會
を
妨
ぐ
る
無
く
、
戒
厳
を
磨
せ
ず
。
而
る
に
猶
ほ
物
議
喧
罵
と
し
て
、
財
力
は
耗
領
し
、
敷
年
の
外
に
天
下
蒲
然
た
り
。

累
聖
已
来
、
深
く
覆
轍
に
懲
り
、
瞳
宮
は
記
毀
し
、
永
く
修
螢
を
絶
つ
。
官
曹
は
盛
く
田
莱
に
復
し
、
殿
宇
は
半
ば
巖
谷
に
埋
む
。

深
林
に
逸
オ
の
獣
有
り
て
、
環
山
に
匡
衛
の
瞳
無
し
。

陛
下
若
し
騎
従
も
て
軽
馳
す
れ
ば
、
則
ち
道
途
に
洪
辰
の
備
え
無
し
。
若
し
乗
輿
を
梢
具
す
れ
ば
、
則
ち
邑
縣
に
駕
肩
の
憂
有
り
。

若
し
帳
殿
に
宿
張
す
れ
ば
、
則
ち
原
野
は
微
巡
の
所
に
非
ず
。
若
し
零
車
夕
に
入
ら
ば
、
則
ち
門
禁
啓
閉
の
時
を
失
す
。
六
軍
は
空

宮
を
守
衛
し
、
百
吏
は
私
室
に
宴
安
す
。
臣
子
為
る
を
夭
心
く
し
て
、
誰
か
楊
然
た
ら
ざ
ら
ん
。
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況
ん
や
陛
下
は
新
た
に
賓
圏
を
御
し
、
将
に
大
典
を
行
は
ん
と
す
。
郊
天
の
儀
方
め
て
設
け
、
謁
陵
の
證
未
だ
退
あ
ら
ず
。
逮
か

あ
や
ま

に
温
泉
の
行
有
ら
ば
、
人
神
の
望
を
失
は
ん
こ
と
を
恐
る
。
臣
等
謬
り
て
榮
近
に
居
し
、
死
を
冒
し
て
上
言
せ
ん
と
す
。

こ
の
文
に
お
け
る
元
積
ら
供
奉
官
の
穆
宗
諌
止
の
要
旨
は
、
穆
宗
は
新
た
に
皇
帝
に
即
位
し
た
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
何
に
つ
け
多
大

な
財
力
を
消
耗
す
る
華
清
宮
行
幸
は
見
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
上
奏
文
中
に
述
べ
ら
れ
る
「
累
聖

も
ん
ご
ん

已
来
、
深
懲
覆
轍
、
罐
宮
記
毀
、
永
絶
修
螢
。
官
曹
盛
復
於
田
莱
、
殿
宇
半
埋
於
巖
谷
」
と
い
う
文
言
は
、
元
和
十
五
年
（
八
二
0
)
の
こ

の
当
時
、
華
清
宮
が
如
何
に
衰
落
し
て
い
た
か
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
。
な
お
、
穆
宗
は
華
清
宮
行
幸
が
余
程
お
気
に
入
り
だ
っ
た
ら

し
く
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
四
二
、
穆
宗
長
慶
二
年
（
八
二
二
）
の
条
に
も
、

冬
十
一
月
、
庚
午
、
皇
太
后
幸
華
清
宮
。
辛
未
、
上
自
複
道
幸
華
清
宮
、
遂
敗
干
罐
山
、
即
日
還
宮
。
太
后
敷
日
乃
返
゜

と
記
し
て
い
る
。

次
で
は
、
十
七
歳
で
即
位
し
た
そ
の
子
敬
宗
の
華
清
宮
行
幸
に
ま
つ
わ
る
故
事
で
あ
る
。
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
三
、
敬
宗
宝
暦
元
年
（
八

二
五
）
の
条
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

冬
十
月
、
…
…
上
（
敬
宗
）
欲
幸
膿
山
温
湯
、
左
僕
射
李
綽
、
諌
議
大
夫
張
仲
方
等
屡
諌
不
聴
、
拾
遺
張
櫂
輿
伏
紫
哀
殿
下
、
叩
頭
諌

曰
、
「
昔
周
幽
王
幸
罐
山
、
為
犬
戎
所
殺
。
秦
始
皇
葬
罐
山
、
國
亡
。
玄
宗
宮
謹
山
而
緑
山
胤
。
先
帝
（
穆
宗
）
幸
罐
山
、
享
年
不
長
」
。

上
日
、
「
襲
山
若
此
之
凶
邪
？
我
宜
一
往
以
瞼
彼
言
」
。
十
一
月
、
庚
寅
、
幸
温
湯
、
即
日
還
宮
、
謂
左
右
日
、
「
彼
叩
頭
者
之
言
、

安
足
信
哉
！
」

こ
こ
に
は
、
臣
下
の
諌
め
も
聞
か
ず
、
華
清
宮
行
幸
を
敢
行
し
て
得
意
然
と
す
る
十
七
歳
の
青
年
皇
帝
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
現
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
拾
遺
張
権
輿
の
諌
言
中
に
、
周
幽
王
や
秦
始
皇
、
そ
れ
に
玄
宗
や
先
帝
穆
宗
の
例
を
引
き
つ
つ
、
皇
帝
の
華
清
宮
行

幸
を
凶
事
と
し
て
把
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ゃ
ん
ち
ゃ
な
青
年
皇
帝
へ
の
説
法
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
曝
山
の
華
清
宮
は
、

宛
も
幽
霊
館
の
如
き
不
吉
の
象
徴
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
『
通
鑑
』
の
こ
の
記
事
が
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
故
事
は
、
実
は
杜
牧
の
文
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
則
ち
『
奨
川
文
集
』
巻
十

二
「
典
人
論
諌
書
」
中
に
、
直
諌
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
論
じ
て
、

近
者
賣
暦
中
、
敬
宗
皇
帝
欲
幸
罐
山
。
時
諌
者
至
多
、
上
意
不
決
。
拾
遺
張
櫂
輿
伏
紫
哀
殿
下
叩
頭
諌
曰
、
「
昔
周
幽
王
幸
罐
山
、
為

犬
戎
所
殺
。
秦
始
皇
葬
襲
山
、
國
亡
。
玄
宗
皇
帝
宮
瞳
山
、
而
禄
山
胤
。
先
皇
帝
（
穆
宗
）
幸
襲
山
、
而
享
年
不
長
」
。
帝
日
、
「
瞳
山

若
此
之
凶
耶
？
我
宜
一
往
以
験
彼
言
」
。
後
敷
日
、
自
騒
山
廻
、
語
親
倖
日
、
「
叩
頭
者
之
言
、
安
足
信
哉
！
」

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
（
比
較
対
照
の
為
に
、
『
通
鑑
』
、
杜
牧
文
の
双
方
を
原
文
の
ま
ま
掲
げ
た
。
な
お
、
宋
・
王
諜
『
唐
語
林
』
巻

六
に
も
こ
の
部
分
の
記
事
を
引
用
す
る
。
）
司
馬
光
が
『
通
鑑
』
を
撰
し
た
時
に
、
直
接
に
拠
っ
た
資
料
が
何
で
あ
っ
た
か
、
私
は
寡
聞
に
し

て
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
敬
宗
の
罐
山
宮
行
幸
を
諌
め
た
『
通
鑑
』
の
記
事
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
杜
牧
の
文
中
に
見
え
る
の
は
、
当
然

そ
こ
に
何
か
の
必
然
的
な
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
（
因
に
言
え
ば
、
こ
の
年
宝
暦
元
年
、
二
十
三
歳
の
杜
牧
は
敬
宗
の
宮
殿
建
築
の
奢
俊

を
諌
め
て
「
阿
房
宮
賦
」
を
詠
ん
で
い
る
。
）

最
後
に
、
宣
宗
は
大
中
十
一
年
（
八
五
七
）
に
、
や
は
り
華
清
宮
に
行
幸
し
よ
う
と
し
て
臣
下
に
諫
止
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
『
資
治
通
鑑
』

巻
ー
一
四
九
、
宣
宗
大
中
十
一
年
（
八
五
七
）
の
条
に
、
十
一
年
、
春
、
正
月
…
…
上
欲
幸
華
清
宮
、
諌
官
論
之
甚
切
、
上
（
宣
宗
）
為
之
止
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
時
の
宣
宗
の
詔
命
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
十
八
下
、
宣
宗
本
紀
、
及
び
『
全
唐
文
』
巻
八
十
に
「
答
雨
省
諌
幸

華
清
宮
詔
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
穆
宗
・
敬
宗
・
宣
宗
の
故
事
か
ら
、
中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
が
荒
廃
の
極
み
に
達
し
て
お
り
、
皇
帝
の
行
幸
は
経
費

の
面
か
ら
も
ま
ま
な
ら
ぬ
こ
と
が
分
っ
た
。
こ
の
廃
墟
に
も
等
し
い
華
清
宮
が
ま
る
で
幽
霊
館
の
よ
う
に
不
吉
な
も
の
と
し
て
恐
れ
ら
れ

て
い
た
の
は
、
朝
廷
の
み
な
ら
ず
、
民
間
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
次
章
に
紹
介
す
る
中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
中
に
如
実
に
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五
十
年
前
雨
露
恩

莫
問
華
清
今
日
事

満
山
紅
葉
鎌
宮
門

華
清
今
日
の
事

と

満
山
の
紅
葉
宮
門
錬
づ

問
ふ
莫
れ

五
十
年
前
雨
露
の
恩

長
生
殿
闇
鎌
黄
昏

紅
葉
紛
紛
盗
款
瓦

緑
苔
重
重
封
壊
垣
緑
苔
は
重
重
と
し
て
壊
れ
し
垣
を
封
ず

(27) 

ま
た
、
同
じ
く
「
梨
園
弟
子
」
詩
は
次
の
如
く
華
清
宮
の
今
日
の
情
況
を
述
べ
る
。

か
た

白

頭

梨

園

を

話

る

白
頭
垂
涙
話
梨
園

涙
を
垂
れ

紅
葉
は
紛
紛
と
し
て

新
豊
の
樹
は
老
い

くとノ

長
生
殿
は
闇
＜

明
月
を
籠
め

と

黄
昏
に
鎮
づ

か

た

む

お

ほ

欽
け
る
瓦
を
蓋
ひ

(25) 

元
和
四
年
（
八
0
九
）
に
詠
ま
れ
た
白
居
易
の
「
新
楽
府
」
五
十
首
中
に
「
襲
宮
高
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
濫
費
を
い
ま
し
め
て
天
子
の
華

清
宮
行
幸
を
や
ん
わ
り
と
諷
諭
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
中
の
一
句
に
、

翠
華
不
来
歳
月
久
翠
華
来
ら
ず
し
て
歳
月
久
し

騰
有
衣
分
瓦
有
松
喘
に
衣
有
り
瓦
に
松
有
り

と
あ
る
の
は
、
天
子
の
行
幸
が
絶
え
て
久
し
く
、
荒
れ
放
題
の
当
時
の
華
清
宮
の
実
態
を
反
映
し
た
表
現
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

(26) 

白
居
易
は
ま
た
、
「
江
南
遇
天
宝
楽
曳
」
詩
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
華
清
宮
の
零
落
ぶ
り
を
描
写
す
る
。

我
自
秦
来
君
莫
問

曝
山
渭
水
如
荒
村

新
豊
樹
老
籠
明
月

騒
山
渭
水
は
荒
村
の
如
し

五
我
れ
秦
よ
り
来
れ
り

君
問
ふ
莫
れ
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

零
輿
卸
入
華
清
宮

満
山
紅
賓
垂
相
思

飛
霜
殿
前
月
惜
消

侍
兒
扶
起
嬌
無
力

温
泉
水
滑
洗
凝
脂

飛
霜
殿
前
に
月
惜
惜
た
り

満

山

紅

賓

相

思

垂

る

零
輿

始
め
て
是
れ

始
是
新
承
恩
澤
時

(28) 

ま
た
、
尊
応
物
の
「
温
泉
行
」
詩
は
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
頃
に
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
魚
朝
恩
の
破
壊
直
後
の
華
清
宮

の
様
子
が
次
の
よ
う
に
痛
々
し
く
詠
ま
れ
る
。

今
来
蒲
痣
萬
井
空
今
来
れ
ば
癖
琵
と
し
て
萬
井
空
し

ゆ

け

む

り

の

ぼ

唯
見
蒼
山
起
煙
霧
唯
だ
見
る
蒼
山
に
煙
霧
の
起
る
を

さ
て
、
華
清
宮
の
零
落
を
叙
事
的
に
詠
み
込
む
の
は
鄭
嶼
の
「
津
陽
門
詩
」
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、
或
る
冬
の
寒
風
吹
き
荒
ぶ
中
、
華

清
宮
の
北
門
で
あ
る
津
陽
門
あ
た
り
に
宿
泊
し
た
作
者
が
、
宿
の
古
老
の
語
る
百
年
以
上
も
前
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
故
事
を
書
き
留
め
た

と
い
う
構
成
を
と
る
。
こ
の
老
人
の
口
か
ら
華
清
宮
の
栄
枯
盛
衰
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
華
清
宮
の
衰
落
に
関
す
る
部
分

御
っ
て
入
る

華
清
宮

は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

侍
兒
扶
け
起
せ
ば

温
泉

そ
そ

凝
脂
に
洗
ぐ

嬌
と
し
て
力
無
し

新
た
に
恩
澤
を
承
く
る
時

春
寒
賜
浴
華
清
池

春
寒
く

浴
を
賜
ふ

な
め
ら

水
滑
か
に
し
て

先
に
あ
げ
た
中
唐
の
華
清
宮
の
実
状
を
伝
え
る
諸
資
料
（
就
中
元
稚
の
「
雨
省
供
奉
官
諌
駕
幸
温
湯
状
」
）
か
ら
す
る
と
、
白
居
易
の
こ
れ
ら

の
詩
に
描
写
さ
れ
た
華
清
宮
の
零
落
ぶ
り
は
、
む
ろ
ん
詩
的
誇
張
を
含
み
つ
つ
も
、
墾
本
的
に
は
実
態
表
現
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
れ
ば
、
白
居
易
が
「
長
恨
歌
」
を
詠
ん
だ
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
に
は
、
華
清
宮
は
既
に
魚
朝
恩
の
破
壊
を
経
て
見
る
影
も
な
く
衰
落

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
有
名
な
次
の
華
清
宮
描
写
は
、
全
く
の
架
空
想
像
表
現
と
な
る
。

華
清
池
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片
段
席
枝
筐

塵
埃
翔
鼓
索

瑶
硼
を
傾
け

す
き
ま
か
ぜ
ふ

玉

房

に

鑢

＜

ひ
も

塵
埃
の
翔
鼓
の
索かご

片
段
の
芳
加
枝
の
筐

頗
梨
の
碑

こ
の
部
分
は
、
粛
宗
の
乾
元
元
年
（
七
五
八
）
十
月
、
前
年
に
蜀
よ
り
還
御
し
た
明
皇
（
玄
宗
）
が
、
単
独
で
、
亡
き
楊
貴
妃
と
の
思
い

出
の
地
華
清
宮
へ
行
幸
し
た
際
の
描
写
で
あ
る
。
馴
染
み
の
相
思
樹
は
相
変
ら
ず
赤
い
実
を
つ
け
て
い
る
が
、
楊
貴
妃
の
い
な
い
飛
霜
殿

も
迎
春
亭
も
寂
し
い
限
り
で
あ
る
。
白
魏
鵡
の
雪
衣
女
を
飼
っ
て
い
た
鳥
籠
は
放
置
さ
れ
、
宜
春
苑
の
牌
を
刻
し
た
鹿
は
痩
せ
こ
け
て
い

る
。
名
残
り
の
鼈
颯
公
主
の
被
衣
に
は
塵
が
積
も
り
、
温
泉
堂
の
頗
梨
碑
に
は
蜘
蛛
が
巣
を
張
っ
て
い
る
仕
末
で
あ
る
。

鄭
嶼
の
「
津
陽
門
詩
」
に
お
い
て
注
目
す
る
点
は
、
華
清
宮
の
盛
衰
が
一
古
老
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

引
用
し
た
華
清
宮
の
零
落
ぶ
り
を
含
む
楊
貴
妃
伝
説
が
、
既
に
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
語
り
部
に
よ
っ
て
物
語
り
化
さ
れ
、
伝

半
ば
霜
に
凋
む

説
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
端
無
く
も
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
杜
牧
の
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
に
も
、
華
清
宮
の
興
亡
を
叙
し
た
中
に
、
そ
の
零
落
ぶ
り
を
伝
え
る
描
写
が
あ
る
。

碧

箸

斜

送

日

碧

篭

斜

め

に

日

を

送

り

殷

葉

半

凋

霜

殷

葉

逃
水
傾
瑶
硼

疎
風
鑢
玉
房

疎
風
逃
水

象
林
墜
凝
篭
颯
被

書
櫓
轟
網
頗
梨
碑

長
生
鹿
痩
銅
牌
垂

壷
櫓
に
轟
は
網
は
る

長
生
の
鹿
は
痩
せ
て

っ

象
林
に
塵
は
凝
む

迎
春
亭
下
風
麗
関

雪
衣
女
失
玉
籠
在

雪
衣
女
は
失
し
て

玉
籠
の
み
在
り

銅
牌
垂
る

篭
颯
の
被

迎
春
亭
下
に
風
瞑
麗
た
り
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

無
人
知
是
謡
枝
来

是
れ
芸
加
枝
の
来
る
を
知
る
無
し

と
あ
る
が
、
上
来
引
証
し
た
様
に
、
杜
牧
の
当
時
に
お
け
る
華
清
宮
の
惨
状
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
詩
は
専
ら
杜
牧
の
想
像
に
よ
る
伝
奇
的

な
要
素
を
多
分
に
含
む
詠
史
詩
で
あ
る
と
言
え
る
（
其
二
其
三
も
同
じ
）
。
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
に
つ
い
て
も
、
果
し
て
想
像
の
産
物
で
あ

る
の
か
、
実
態
の
反
映
で
あ
る
の
か
、
多
分
に
疑
念
は
残
る
。
或
い
は
鄭
嶼
の
「
津
陽
門
詩
」
の
よ
う
に
、
華
清
宮
の
故
事
を
語
る
語
り

部
の
存
在
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
華
清
宮
の
零
落
描
写
が
想
像
上
の
産
物
だ
と
し
て
も
、
塵
埃
に
ま
み
れ
た
翔
鼓

の
索
や
芳
加
枝
筐
の
片
わ
れ
、
そ
れ
に
蝸
牛
の
延
っ
た
跡
の
残
る
画
梁
な
ど
、
先
に
あ
げ
た
記
録
資
料
か
ら
推
し
て
も
、
奇
妙
に
現
実
性
の

あ
る
描
写
と
し
て
我
々
に
訴
え
か
け
る
迫
真
性
が
あ
る
。
杜
牧
の
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
に
お
け
る
華
清
宮
零
落
の
描
写
は
、
現
場
か
ら

長
安
廻
望
繍
成
堆

山
頂
千
門
次
第
開

一
騎
紅
塵
妃
子
笑

人
の
山
頂
の
千
門

一
騎
紅
塵

妃
子
笑
ふ

次
第
に
開
く

廻
望
す
れ
ば

鳥
啄
推
寒
木

蝸
涎
嚢
蓋
梁

(30) 

杜
牧
の
こ
の
詩
の
制
作
年
代
は
分
ら
な
い
。
謬
絨
『
杜
牧
年
譜
』
は
、
次
に
あ
げ
る
温
庭
箔
（
？
）
の
和
詩
が
「
華
清
宮
和
杜
舎
人
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
杜
牧
の
こ
の
詩
を
中
書
舎
人
と
な
っ
た
大
中
六
年
（
八
五
―
-
）
の
頃
に
入
れ
て
い
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
杜

牧
の
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
は
、
先
に
あ
げ
た
鄭
嶼
の
「
津
陽
門
詩
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
制
作
と
な
り
、
甚
だ
輿
味
深
い
。
し
か
し
、
次

に
あ
げ
る
如
く
、
「
華
清
宮
和
杜
舎
人
」
詩
の
制
作
者
は
、
温
庭
箔
の
他
に
張
帖
．
趙
蝦
．
膵
能
の
計
四
名
が
重
出
す
る
の
で
あ
り
、
ま
ず

こ
の
作
者
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
杜
牧
の
こ
の
詩
と
和
杜
舎
人
詩
と
が
必
ず
し
も
同
一
年
時
の
作
で
あ
る
必
要
は
無
く
、

従
っ
て
杜
牧
が
中
書
舎
人
で
あ
っ
た
そ
の
時
に
こ
の
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
を
詠
ん
だ
と
は
断
言
で
き
な
い
。
か
て
て
加
え
て
、
杜
牧
詩

(31) 

に
は
想
像
を
め
ぐ
ら
し
た
伝
奇
的
要
素
が
豊
富
で
あ
る
。
例
え
ば
有
名
な
「
過
華
清
宮
絶
句
」
其
一
詩
に
し
て
も
、

長

安

堆

を

成

す

纏

つ

つ

く

だ

鳥
啄
き
て
寒
木
推
か
れ

か

た

つ

む

り

よ

だ

れ

む

し

ば

蝸

涎

し

て

豊

梁

嚢

ま

る

69 



耕
民
得
翠
瑶

守
吏
耕
民

こ
の
詩
は
、
先
の
杜
牧
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
の
和
韻
詩
で
あ
り
、
そ
の
詩
内
容
も
杜
牧
詩
と
同
様
で
あ
る
。
華
清
宮
の
衰
落
描
写
も

同
エ
異
曲
と
言
え
る
が
、
離
棋
に
残
る
雀
の
卵
、
壼
梁
に
か
か
る
蜘
蛛
の
巣
、
壁
を
び
っ
し
り
お
お
う
苔
、
傾
い
た
鴛
鴛
の
瓦
、
時
お
り

出
土
す
る
翠
瑶
な
ど
の
描
写
は
、
典
型
的
で
あ
っ
て
も
や
は
り
奇
妙
な
迫
真
性
を
持
つ
。
先
の
杜
牧
詩
と
同
じ
く
、
こ
の
詩
も
ま
た
、
晩

唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
現
状
を
多
分
に
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
張
帖
・
趙
蝦
・
辞
能
・
温
庭
箔
の
四
名
が
重
出
す
る

こ
の
詩
の
作
者
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
『
全
唐
詩
』
の
重
篇
問
題
な
ど
と
共
に
、
別
途
に
論
文
を
構
想
し
た
く
思
う
。

そ
の
他
、
以
下
に
あ
げ
る
中
晩
唐
の
作
品
中
に
お
い
て
も
、
華
清
宮
の
衰
落
ぶ
り
を
纏
纏
伝
え
る
。
絶
句
な
ど
字
数
の
制
約
も
あ
っ
て
、

今
―
つ
描
写
が
具
体
的
で
な
い
憾
み
が
残
る
が
、
い
ず
れ
も
や
は
り
先
に
述
べ
た
中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
描
写
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
作
者
が
実
際
に
華
清
宮
の
現
地
に
立
っ
て
詠
ん
だ
も
の
よ
り
も
、
伝
聞
に
基
づ
く
想
像
に
よ
っ
て
描
写
し
た

も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
い
ま
、
主
に
『
全
唐
詩
』
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
要
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

る。

紫
苔
侵
壁
潤

紅
樹
閉
門
芳

守
吏
齊
鴛
瓦

轟
絲
胃
豊
梁

轟
絲
紫
苔
紅
樹

て
い
る
で
あ
ろ
う
。

の
生
々
し
い
報
告
で
は
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
晩
唐
詩
人
の
眼
に
映
っ
た
華
清
宮
の
映
像
と
し
て
、
ま
ず
は
何
が
し
か
の
真
実
を
伝
え
得

(32) 

続
い
て
、
「
華
清
宮
、
和
杜
舎
人
」
詩
に
お
い
て
も
同
様
の
華
清
宮
衰
落
の
描
写
が
あ
る
。

雀
卵
遺
離
棋

雀
卵

離
棋
に
遺
し

あ
み

豊
梁
に
買
は
る

壁
を
侵
し
て
潤
ひ

と
ざ

門
を
閉
し
て
芳
し

と
と
の

鴛
瓦
を
齊
ヘ
．つ

翠
瑞
を
得
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

④
華
清
宮
四
首
其
一

武
帝
時
人
今
欲
盤

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

青
山
空
閉
御
睛
中

張
帖
（
全
唐
詩

青
山
に
空
し
く
閉
づ

宮
樹
は
行
行
と
し
て

武
帝
の
時
人

(33) 

巻
五
―
-
）

今
壼
き
ん
と
欲
す

御
騰
の
中

③
華
清
宮

温
泉
流
入
漢
離
宮

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

宮
樹
行
行
浴
殿
空

張
籍
（
全
唐
詩

温
泉
は
流
入
す

漢
の
離
宮
浴
殿
は
空
し

巻
―
―
八
六
）

白
日
青
山
宮
殿
多

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

見
説
只
今
生
草
慮

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

禁
泉
荒
石
已
相
和

禁
泉
荒
石
已
に
相
ひ
和
す
と

白
日

き
く
な
ら

見
説
く

只
今

草
を
生
ぜ
し
慮

青
山

宮
殿
多
し

②
華
清
宮
二
首
其

漢
家
天
子
好
鰹
過

①
過
瞳
山

翠
輩
紅
鹿
去
不
回

0
 

0

0

0

0

0

0

 

蒼
蒼
宮
樹
鎖
青
苔

有
人
説
得
嘗
時
事

曾
見
長
生
玉
殿
開

人
の

巻
二
七
一
）

賓
翠
（
全
唐
詩

翠
蟄
紅
鹿
去
り
て
回
ら
ず

蒼
蒼
た
る
宮
樹
青
苔
鎖
す

嘗
時
の
事
を
説
得
ふ
有
り

曾
て
長
生
玉
殿
の
開
く
を
見
る
と

慮
綸
（
全
暦
詩

漢
家
の
天
子

巻
二
七
九
）

経
過
す
る
を
好
み
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聞
説
先
皇
酔
碧
桃

日
華
浮
動
鬱
金
抱

⑥
罐
山

一
作
望
華
清
宮
感
事

き
く
な
ら
.

聞
説
く

日
華

浮
動
す
先
皇
許
渾
（
全
唐
詩

碧
桃
に
酔
ひ

鬱
金
の
抱

紅
粉
雲
環
空
断
腸

巻
五
三
三
）

紅
粉

雲
環

風
樹
離
離
月
梢
明

九
天
龍
氣
在
華
清

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

宮
門
深
鎖
無
人
覺

半
夜
雲
中
翔
鼓
磐

⑤
経
古
行
宮

豪
閣
参
差
俺
太
陽

風
樹
離
離
と
し
て

九
天
の
龍
氣
華
清
に
在
り

と

ざ

し

宮
門
深
く
鎖
し
て
人
の
覺
る
無
し

一
作
経
華
清
宮

豪
閣
は
参
差
と
し
て

ひ
ら

年
年
花
登
き
て
満
山
香
し

重
門
に
鎖
を
勘
し
青
春
晩
れ

深
殿
に
簾
を
垂
れ

駕
を
回
ら
す
無
し

空
し
く
断
腸
す

先
皇
一
去
無
回
駕

年
年
花
褻
満
山
香

0
 

0

0

0

0

0

0

 

重
門
勘
鎖
青
春
晩

0

0

 

0
 

O
 

O
 

O
 

O
 

深
殿
垂
簾
白
日
長

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

草
色
芋
綿
侵
御
路

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

泉
磐
嗚
咽
継
宮
瞳

草
色
は
芋
綿
と
し
て

泉
磐
は
嗚
咽
し
て

先
皇
一
た
び
去
っ
て

御
路
を
侵
し

め
ぐ

宮
騰
を
継
る

白
日
長
し

太
陽
に
俺
り

杜
牧
（
全
唐
詩

（
一
作
許
渾
、
全
唐
詩

半
夜

雲
中
翔
鼓
の
整

巻
五
三
六
）

巻
五
二
六
）

や
う
や

月
梢
く
明
し
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

門
横
金
鎖
梢
無
人
門
に
金
鎖
横
た
わ
り

翠
華
西
彿
蜀
雲
飛

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

珠
簾
一
閉
朝
元
閣

0

0

0

 

0
 

0
 

0

0

 

不
見
人
蹄
見
燕
蹄

貴
妃
没
し
て
後

自
ら
来
り
て

一
た
び
閉
づ

人
の
錦
る
を
見
ず

翠
華
珠
簾

西
に
彿
ひ

朝
冗
閣

燕
の
錦
る
を
見
る

蜀
雲
飛
ぶ

惟
と
し
て
人
無
し

(35) 

障
掩
金
難
蓄
禍
機

つ
い
た
て
障
金
難
を
掩
ひ

禍
の
機
を
蓄
ふ

明
月
自
来
還
自
去(34) 

更
無
人
椅
玉
欄
干

更
に
人
の
玉
欄
干
に
椅
る
無
し

明
月

⑦
華
清
宮
三
首

0
 

0

0

0

0

0

0

 

草
遮
回
證
絶
鳴
零

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

雲
樹
深
深
碧
殿
寒

雲
樹
は
深
深
と
し
て

碧
殿
は
寒
し

還
た
自
ら
去
る
も

崖
魯
（
全
唐
詩

草
は
回
證
を
遮
り

鳴
零
絶
ゆ

巻
五
六
七
）

雲
捲
珠
簾
剣
侃
高

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

鳳
駕
北
蹄
山
寂
寂

0

0

 

0
 

O
 

O
 

O
 

0
 

龍
顧
西
幸
水
淫
活

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

貴
妃
没
後
巡
遊
少

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

瓦
落
宮
瞳
見
野
嵩

瓦
は
宮
朧
に
落
ち

野
嵩
を
見
る

雲
は
珠
簾
を
捲
き

鳳
駕
北
に
蹄
し
て

龍
顧
西
に
幸
し
て

水
淫
淫
た
り

な

巡
遊
少
＜

風
随
玉
輩
笙
歌
逍
風
は
玉
蟄
に
随
ひ

は
る

笙
歌
週
か
な
り

剣
侃
高
な
る

山
寂
寂
た
り
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雲
母
波
軽

0

0

0

0

 

相
思
樹
老

山
に
満
つ
る
の
紅
賓
は
空
し
く
垂
る

(36) 

こ
れ
ら
の
詩
賦
は
、
い
ず
れ
も
中
晩
唐
の
詩
人
が
華
清
宮
を
懐
古
し
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
作
者
が
罐
山
華
清
宮
の
現
地
に
立
っ
て
の

感
懐
を
詠
ん
だ
も
の
か
、
伝
聞
に
も
と
づ
く
想
像
の
所
産
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
な
い
。
今
一
度
、
そ
の
華
清
宮
の
衰
落
に
関
す
る
描
写

の
部
分
に
「
。
」
印
を
付
す
れ
ば
如
上
の
通
り
で
あ
る
o

（
前
①
|
⑧
詩
参
照
）

こ
れ
ら
の
詩
例
を
一
―
検
討
し
て
み
る
と
、
中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
に
は
あ
る
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ

れ
は
、
華
清
宮
の
建
物
や
線
垣
の
零
落
や
当
時
の
遺
民
の
消
滅
に
対
比
し
つ
つ
、
樹
林
や
温
泉
、
渭
水
の
不
変
さ
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
生
命
を
永
ら
え
る
自
然
の
景
物
に
対
比
し
て
、
た
ち
ま
ち
消
滅
す
る
人
為
の
果
敢
な
さ
が
詠
ま
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
蓋
し
詠
華
清
宮
詩
の
み
な
ら
ず
、
中
国
詩
歌
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
の
終
章

①
節
に
お
い
て
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

逸
殿
之
清
漣
自
改

0

0

 

0
 

O
 

O
 

0
 

0
 

満
山
之
紅
賓
空
垂

雪
衣
の
籠
は
在
り

⑧
再
幸
華
清
宮
賦
（
抄
）

解
語
之
珍
禽
不
見

瑛
樹
空
高

長
生
之
白
鹿
空
還
朱
扉
半
掩

0

0

 

0

0

 

0

0

0

0

 

象
薦
塵
細
犀
屏
影
移

0

0

 

0

0

 

0

0

0

0

 

雪
衣
籠
在
霜
殿
松
痰

瑛
樹
空
し
く
高
し
と

長
生
の
白
鹿
空
し
く
還
り
て
朱
扉
半
ば
掩
づ

し

き

も

の

く

ろ

ず

び

ょ

う

ぶ

象
の
薦
は
塵
に
細
み
犀
の
屏
に
影
移
れ
り

し
ぼ

霜
殿
の
松
は
痰
む

め

ぐ

さ

ざ

な

み

殿
を
遠
る
の
清
漣
は
自
ら
改
ま
り

雲
母
の
波
は
軽
く
し
て

相
思
の
樹
は
老
い

徐
寅
（
唐
文
拾
遺

解
語
の
珍
禽
見
え
ず
し
て

巻
四
五
）

湮
雲
如
夢
雨
如
塵
湮
雲
は
夢
の
如
く

落
日
秋
磐
渭
水
濱

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

紅
葉
下
山
寒
寂
寂

紅
葉
山
を
下
り

寒
寂
寂
た
り

雨
は
塵
の
如
し

落

日

秋

整

渭

水

の

濱
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

蝸
涎
露
書
＿
梁
、

最
後
に
、
以
上
の
論
述
を
も
と
に
、
中
晩
唐
に
お
け
る
詠
華
清
宮
詩
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
か
ら
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

m中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
は
、
華
清
宮
の
零
落
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
実
状
を
伝
え
て
い
る
か
。

①
中
晩
唐
の
詩
人
が
華
清
宮
の
零
落
に
見
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
つ
ま
り
、
中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
の
主
題
は
何
か
。

①
中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
は
、
楊
貴
妃
文
学
史
の
展
開
上
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
と
役
割
を
持
つ
か
。

ー

中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
が
、
零
落
し
た
華
清
宮
の
実
状
を
ど
の
程
度
伝
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
上
来
纏
纏
述
べ
来
っ
た
様
に
、
華

清
宮
を
め
ぐ
る
破
壊
の
史
実
や
宋
代
の
各
種
記
述
資
料
か
ら
推
し
て
も
、
基
本
的
に
ほ
ぼ
詠
ま
れ
て
い
る
通
り
の
惨
状
で
あ
っ
た
と
推
測

し
得
る
。
但
し
、
詩
材
が
典
型
化
す
る
余
り
、
却
っ
て
実
状
か
ら
遊
離
す
る
弊
は
免
れ
な
い
。
例
え
ば
、
鄭
嶼
「
津
陽
門
詩
」
に
い
う
、

雪
衣
女
失
玉
籠
在
長
生
鹿
痩
銅
牌
垂

象
林
塵
凝
竜
颯
被
書
櫓
轟
網
頗
梨
碑

ゃ
、
杜
牧
「
華
清
宮
三
十
韻
」
詩
に
い
う
、

塵
埃
翔
鼓
索
片
段
抗
枝
筐

鳥
啄
推
寒
木

及
び
、
こ
れ
に
和
し
た
「
華
清
宮
和
杜
舎
人
」
詩
の

雀
卵
遺
離
棋
轟
絲
買
書
＿
梁
、

更
に
は
徐
寅
の
律
賦
「
再
幸
華
清
宮
」
賦
中
の

六
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雪
衣
籠
在

霜
殿
松
矮

等
々
の
描
写
は
、
表
現
が
具
体
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
典
型
化
の
要
素
が
色
濃
く
、
却
っ
て
虚
構
性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
特
に
徐
寅
賦

の
表
現
は
鄭
隅
「
津
陽
門
詩
」
の
敷
き
写
し
で
あ
り
、
現
実
味
は
一
層
薄
れ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
に
表
現
さ
れ
た
籠
や
鹿
、
象
林
、
蜘
蛛
が

巣
を
張
っ
た
画
梁
、
翔
鼓
の
索
、
方
加
枝
の
筐
、
棋
間
の
雀
卵
な
ど
は
、
作
者
の
見
た
ま
ま
の
表
現
で
は
な
く
、
実
際
に
は
伝
聞
に
も
と
づ

く
作
者
の
虚
構
の
部
分
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
諸
表
現
が
や
は
り
華
清
宮
の
零
落
を
伝
え
て
い
る
こ
と

に
変
り
は
な
い
。

一
方
、
こ
れ
に
対
し
て
、
草
や
苔
が
生
え
た
り
、
樹
木
が
繁
茂
し
た
り
、
相
思
樹
が
紅
い
実
を
つ
け
た
り
、
温
泉
が
変
り
な
く
湧
出
す

る
と
い
っ
た
表
現
は
、
や
は
り
典
型
化
し
て
は
い
る
も
の
の
、
却
っ
て
華
清
宮
の
実
態
を
伝
え
て
迫
真
性
が
あ
る
。
季
節
毎
に
繰
り
返
さ

れ
る
自
然
の
営
み
は
千
古
に
不
変
だ
か
ら
で
あ
る
。
中
晩
唐
の
華
清
宮
が
果
し
て
実
際
に
ど
の
よ
う
な
情
況
で
あ
っ
た
の
か
、
今
は
誰
も

知
ら
な
い
し
、
こ
こ
に
引
用
し
た
中
晩
唐
詩
人
の
全
て
が
華
清
宮
の
現
場
を
目
賭
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
或
い
は
「
津
陽
門
詩
」
の
よ
う

に
、
楊
貴
妃
故
事
を
専
門
に
語
る
語
り
部
が
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
典
型
化
、
伝
聞
化
の
要
素
を

勘
案
す
る
と
し
て
も
、
中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
は
多
分
に
華
清
宮
零
落
の
実
態
を
伝
え
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
華
清
宮
を
め
ぐ
る
唐
宋
代

の
記
述
資
料
と
中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
描
写
が
見
事
に
符
号
す
る
事
実
は
、
や
は
り
動
か
し
難
い
情
況
証
拠
で

あ
り
、
こ
れ
ら
全
て
が
架
空
の
想
像
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

2
 

＇ 

で
は
、
詠
華
清
宮
詩
の
主
題
、

つ
ま
り
中
晩
唐
詩
人
が
華
清
宮
の
零
落
に
見
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
私
は
そ
れ
を
、
繰
り
返
し

蘇
生
す
る
自
然
に
対
す
る
、
二
度
と
回
復
し
得
な
い
地
上
の
栄
華
へ
の
哀
惜
で
あ
る
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

盛
唐
玄
宗
の
天
宝
時
に
お
い
て
、
壇
山
中
復
に
豪
奢
を
極
め
た
華
清
宮
が
築
営
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
な
史
実
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

象

薦

塵

細

犀

屏

影

移
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

禁
泉
荒
石
已
相
和

0

温
泉
流
入
漢
離
宮

宮
樹
行
行
浴
殿
空

（
白
居
易
「
江
南
遇
天
賓
楽
畏
」
）

（
白
居
易
「
梨
園
弟
子
）

（
茸
応
物
「
温
泉
行
」
）

（
杜
牧
「
華
清
宮
三
十
韻
）

（
張
帖
？
「
華
清
宮
和
杜
舎
人
）

（
賓
臨
「
過
騒
山
」
）

安
禄
山
の
乱
等
の
歴
史
事
変
を
経
て
、
そ
れ
が
見
る
影
も
な
く
衰
残
し
た
の
は
、
中
晩
唐
期
の
現
実
で
あ
る
。
中
晩
唐
の
詩
人
は
、
こ
の

零
落
し
た
華
清
宮
の
現
実
を
詩
に
詠
む
と
き
に
、
し
ば
し
ば
月
や
川
や
樹
木
や
温
泉
な
ど
、
恒
久
不
変
の
自
然
現
象
に
対
比
し
つ
つ
、
華

清
宮
の
栄
華
の
跡
を
回
顧
す
る
。
例
え
ば
、

0

新
豊
樹
老
籠
明
月

0

0

 

紅
葉
紛
紛
羊
皿
軟
瓦

0

0

 

緑
苔
重
重
封
壊
垣

O
 

0
 

0

満
山
紅
葉
錬
宮
門

0

0

 

0

唯
見
蒼
山
起
煙
霧

o

o

c

o

 

0

満
山
紅
賓
垂
相
思

飛
霜
殿
前
月
梢
梢

0
 

0
 

0

殷
葉
半
凋
霜

近
水
傾
瑶
靭

0

紫
苔
侵
壁
潤

紅
樹
閉
門
芳

0

0

 

0

蒼
蒼
宮
樹
鎖
青
苔

0

見
説
只
今
生
草
虞

（
慮
綸
「
華
清
宮
」
）

（
弧
籍
「
華
清
宮
」
）

（
鄭
嶼
「
津
陽
門
詩
」
）
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0

0

 

0

風
樹
離
離
月
梢
明

゜

0

年
年
花
登
満
山
香

0

0

 

草
色
芋
綿
侵
御
路

泉
整
嗚
咽
饒
宮
騰

0

龍
旗
西
幸
水
淫
沿

0

0

 

瓦
落
宮
騰
見
野
嵩

0

草
遮
回
證
絶
鳴
零

0

0

 

雲
樹
深
深
碧
殿
寒

0

0

 

明
月
自
来
還
自
去
゜

不
見
人
婦
見
燕
蹄

0

0

 

紅
葉
下
山
寒
寂
寂

0
 

a
 

a
 

°
相
思
樹
老a
o

 

満
山
之
紅
賓
空
垂

（
張
帖
「
華
清
宮
」
）

（
杜
牧
「
経
古
行
宮
」
）

（
許
渾
「
聰
山
」
）

（
産
魯
「
華
清
宮
三
首
）

（
徐
寅
「
再
幸
華
清
宮
賦
」
）

等
々
の
表
現
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
に
典
型
的
に
用
い
ら
れ
る
明
月
・
煙
霧
・
紅
葉
・
紅
実
・
紅
樹
・
相
思
樹
•
宮
樹
・
苔
．

草
・
温
泉
・
花
・
野
嵩
．
燕
•
…
等
々
の
詩
語
は
、
い
ず
れ
も
年
年
歳
歳
、
繰
り
返
し
再
生
し
つ
つ
恒
久
的
に
存
在
す
る
自
然
の
景
物
で

あ
る
。
今
少
し
件
件
し
く
説
明
す
れ
ば
、
明
月
や
温
泉
（
そ
の
湯
煙
り
）
は
玄
宗
楊
貴
妃
の
当
時
と
何
ら
変
り
な
く
、
今
も
現
実
に
機
能
し

て
い
る
景
物
で
あ
り
、
紅
実
・
紅
樹
・
相
思
樹
は
玄
宗
楊
貴
妃
の
当
時
と
変
り
な
く
、
季
節
が
来
れ
ば
赤
い
実
を
つ
け
る
。
（
紅
葉
は
寂
莫

の
貌
で
あ
る
が
、
や
は
り
不
変
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
）
宮
樹
・
草
・
苔
・
野
嵩
は
、
玄
宗
楊
貴
妃
の
当
時
よ
り
も
更
に
勢
い
よ
く
繁
茂
し

て
、
自
然
の
生
命
力
を
見
せ
つ
け
て
い
る
。
草
・
苔
．
嵩
は
野
生
そ
の
も
の
で
あ
り
、
人
為
が
消
滅
し
て
野
生
が
は
び
こ
る
こ
と
に
な
る
。
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
を
読
む
と
、
こ
れ
ら
生
命
た
く
ま
し
い
自
然
の
景
物
に
対
比
さ
れ
て
、

清
宮
の
惨
状
が
一
層
鮮
明
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

国
破
れ
て
山
河
在
り
、
城
春
に
し
て
草
木
深
し

と
は
、
安
禄
山
乱
直
後
の
長
安
を
詠
ん
だ
杜
甫
の
詠
懐
で
あ
っ
た
し
、

つ
は
も
の

夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の
跡

と
は
、
平
泉
の
栄
華
を
回
顧
し
た
芭
蕉
の
感
懐
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
去
っ
て
二
度
と
帰
ら
ぬ
人
間
の
青
春
を
詠
嘆
し
て
、

年
年
歳
歳
花
相
似
、
歳
歳
年
年
人
不
同

と
詠
ん
だ
の
は
唐
・
劉
希
夷
の
「
代
悲
白
頭
翁
」
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
悠
久
の
自
然
に
対
比
し
て
、
人
為
の
は
か
な
さ
を
描
く
。
中
晩

唐
の
詠
華
清
宮
詩
に
お
い
て
も
、
度
重
な
る
歴
史
事
変
を
経
て
零
落
し
て
二
度
と
収
復
し
な
い
華
清
宮
の
栄
華
を
描
く
の
に
、
作
者
は
こ

と
さ
ら
に
、
毎
年
季
節
が
巡
れ
ば
変
ら
ず
蘇
生
す
る
自
然
の
景
物
を
対
比
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
蓋
し
こ
の
手
法
は
、
中
国
詩
の

み
な
ら
ず
古
今
東
西
の
文
学
作
品
に
お
い
て
常
用
さ
れ
る
手
法
で
も
あ
る
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
華
清
宮
の
栄
枯
盛
衰
の
歴
史
が
、
そ
れ
だ

け
中
晩
唐
（
の
み
な
ら
ず
歴
代
）
の
詩
人
に
恰
好
の
詩
材
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
中
晩
唐
の
詠
華
清
宮
詩
と
楊
貴
妃
故
事
と
の
関
係
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
い
。
白
居
易
の
「
江
南
遇
天
宝
楽
斐
」
や
「
梨
園
弟

子
」
詩
、
そ
れ
に
鄭
嶼
の
「
津
陽
門
詩
」
等
に
共
通
し
て
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
中
晩
唐
に
お
い
て
は
、
所
謂
「
天
宝
の
遺
民
」
が

(37) 

古
老
と
し
て
ま
だ
生
き
延
び
て
お
り
、
生
々
し
い
楊
貴
妃
故
事
の
語
り
部
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
中
晩
唐
に
お
い

て
華
清
宮
は
零
落
し
て
し
ま
い
、
盛
唐
の
栄
華
は
た
だ
そ
の
面
影
を
偲
ぶ
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
中
晩
唐
ま
で
生
き
延
び
た
天
宝
の
遺
民
は
、

盛
唐
の
生
き
証
人
と
し
て
、
む
し
ろ
積
極
的
に
自
分
の
青
春
の
思
い
出
た
る
楊
貴
妃
故
事
を
聴
衆
に
語
り
聞
か
せ
た
の
で
あ
る
。
先
に
あ

げ
た
中
晩
唐
詩
人
の
詠
華
清
宮
詩
の
詩
材
の
供
給
源
は
、
伝
聞
の
又
伝
聞
も
含
め
て
、
多
く
そ
れ
ら
盛
唐
の
遺
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

一
た
び
零
落
し
て
二
度
と
回
復
し
な
い
華

79 



:
8
)
 

る
。
宋
・
張
裔
「
瞳
山
記
」
中
に
登
場
す
る
古
老
も
、

説
の
時
代
へ
と
推
移
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
華
清
宮
楊
貴
妃
故
事
の
語
り
部
の
子
孫
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
盛
唐

の
遺
民
の
語
り
を
通
し
て
、
更
に
は
そ
れ
ら
生
き
証
人
の
盛
唐
の
証
言
を
欲
す
る
中
晩
唐
詩
人
の
願
望
が
重
な
り
、
華
清
宮
を
め
ぐ
る
楊

貴
妃
故
事
は
、
中
晩
唐
期
に
お
い
て
伝
説
化
さ
れ
、
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
所
謂
見
た
、
聞
い
た
の
時
代
か
ら
伝
聞
伝

や
が
て
こ
れ
ら
の
楊
貴
妃
故
事
は
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」
、
陳
鴻
「
長
恨
歌
伝
」
、
鄭
隅
「
津
陽
門
詩
」
、
宋
に
入
っ
て
は
楽
史
「
太
真
外

伝
」
、
張
命
「
闘
山
記
」
、
秦
醇
「
温
泉
記
」
の
よ
う
な
作
品
に
結
実
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
群
に
は
、
い
ず
れ
も
楊
貴

妃
を
含
め
て
華
清
宮
の
栄
枯
盛
衰
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
故
事
の
そ
も
そ
も
の
供
給
源
を
遡
れ
ば
、
こ
れ
ら
「
天
宝
の
遺
民
」
の
語

り
に
行
き
着
く
こ
と
は
、
楊
貴
妃
文
学
史
上
の
展
開
か
ら
見
て
も
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

映
西
人
民
美
術
出
版
社

(
l
)
『
罐
山
華
清
池
趣
話
』
（
孫
向
東
等

(
2
)
中
華
書
局
、
一
九
八
―
―
一
年
。

(
3
)
『
全
唐
文
』
巻
六
一
二
所
収
。

(
4
)
丁
如
明
輯
校
『
開
冗
天
宝
遺
事
卜
種
』
（
卜
海
占
籍
出
版
社

(
5
)
上
海
占
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。

(
6
)
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
。
盾
宋
史
料
筆
記
叢
刊
之
一
。

(
7
)
『
筆
記
小
説
大
観
』
（
台
北
新
興
書
局
一
九
七
三
）
六
編
二
冊
所
収
。

(
8
)
上
海
占
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。
宋
元
筆
記
叢
書
之
一
。

(
9
)
『
宋
元
地
方
志
叢
書
』
（
中
国
地
志
研
究
会
一
九
七
八
年
）
所
収
。

(10)
同
右
註

(
9
)
。

註

一
九
八
五
年
）
所
収
。

一
九
八
五
年
）

―
―
頁
。

（
一
九
八
九
年
十
一
月
）
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中
晩
唐
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
（
竹
村
）

九
州
大
学
文
学
部

平
成
元
年
）
参
照
。

(11)
『
唐
大
詔
令
集
』
巻
七
四
、
『
全
唐
文
』
巻
三
四
所
収
。

(12)
『
金
華
叢
書
』
所
収
。

(13)
『
映
西
通
志
』
巻
九
一
芸
文
所
収
。

(14)
唐
・
眺
汝
能
『
安
禄
山
事
迩
』
巻
下
に
、
「
（
天
賓
十
五
載
六
月
）
＋
四
日
滝
闊
失
守
。
…
・
:
＋
五
日
聞
於
朝
廷
、
…
…
十
六
日
玄
宗
幸
蜀
。

日
陥
西
京
。
」
と
あ
る
。
（
干
支
表
記
を
省
い
た
。
）

(15)
同
じ
く
『
安
禄
山
事
迩
』
巻
卜
に
、
「
（
天
賓
）
九
載
、
…
是
秋
、
禄
山
将
入
朝
、
乃
令
於
温
泉
為
緑
山
造
宅
。
」
と
あ
る
。

(16)
但
し
、
玄
宗
（
明
皇
）
は
長
安
へ
還
御
し
た
翌
七
五
八
年
十
月
、
華
清
宮
へ
単
独
で
赴
い
て
い
る
。
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二

0
参
照
。

(17)
ま
た
『
資
治
通
鑑
』
巻
ニ
ニ
四
、
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
の
条
、
さ
ら
に
清
・
顧
炎
武
『
歴
代
宅
京
記
』
巻
六
参
照
。

(18)
『
長
安
志
』
巻
十
及
び
『
唐
会
要
』
巻
四
八
で
は
、
破
壊
の
対
象
を
華
清
宮
の
「
観
風
棲
」
だ
け
に
限
定
す
る
。
こ
こ
で
は
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
四

の
記
述
に
拠
っ
て
論
を
進
め
た
。
な
お
『
新
唐
書
』
巻
二

0
七
は
「
華
清
宮
棲
樹
」
と
す
る
。
さ
ら
に
章
敬
寺
の
建
立
年
に
つ
い
て
、
『
長
安
志
』

巻
十
は
大
暦
元
年
と
す
る
。
小
野
勝
年
『
中
国
隋
唐
長
安
・
寺
院
史
料
集
成
』
（
法
蔵
館
一
九
八
九
年
）
史
料
篇
三
二
七
頁
、
解
説
篇
―
―
二

貞
参
照
。

(19)
『
全
唐
文
』
巻
七
六
所
収
。

(20)
亀
川
正
信
「
会
呂
の
廃
仏
に
就
い
て
」
（
『
支
那
仏
教
史
学
』
第
六
巻
第
一
号
昭
和
十
七
年
）
、
笠
間
達
男
「
会
昌
廃
仏
と
李
徳
裕
」
（
『
史
潮
』
第

六
一
・
六
三
合
併
号
一
九
五
七
年
）
を
含
む
会
昌
廃
仏
関
係
論
著
、
及
び
円
仁
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
関
係
論
著
訳
注
書
参
照
。

(21)
『
全
唐
詩
』
巻
五
六
七
所
収
。

(22)
こ
の
年
一
月
に
憲
宗
は
崩
御
し
、
穆
宗
が
即
位
し
た
。

(23)
『
全
唐
文
』
巻
六
五
一
、
及
び
『
元
積
集
』
（
翼
勤
点
校
中
華
書
局
一
九
八
二
）
巻
三
四
。

(24)
『
奨
川
文
集
』
（
上
海
占
籍
出
版
社
一
九
七
八
年
）
、
ま
た
『
文
苑
英
華
』
巻
六
七
六
、
『
唐
文
粋
』
巻
八
三
、
『
全
唐
文
』
巻
七
五
二
所
収
。

(25)
『
白
氏
文
集
』
巻
四
、

0
一
四
五
詩
。

(26)
『
白
氏
文
集
』
巻
|
二

‘
0五
八
一
詩
。

(27)
『
白
氏
文
集
』
巻
卜
九
、
一
．
一
九
〇
詩
。

(28)
拙
稿
「
麻
応
物
の
『
罐
山
行
』
『
温
泉
行
』
詩
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
研
究
』
八
六

(29)
『
奨
川
文
集
』
巻

q-
。

十
七
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(30)
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八

0
年。

(31)
清
水
茂
「
杜
牧
と
伝
奇
」
（
京
都
大
学
『
中
国
文
学
報
』
一
、
一
九
五
四
年
）
、
ま
た
同
氏
著
『
中
国
詩
文
論
藪
』
（
創
文
社
一
九
八
九
年
）
参
照
。

(32)
張
帖
作
は
『
全
唐
詩
』
巻
五
―
-
、
趙
蝦
作
は
『
全
唐
詩
』
巻
五
五
〇
、
辞
能
作
は
『
全
唐
詩
』
巻
五
五
九
、
温
庭
蒟
作
は
『
温
飛
卿
詩
集
箋
注
』

（
清
・
曾
益
等
箋
注
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八

0
)
巻
九
、
集
外
詩
参
照
。
な
お
、
四
者
と
も
に
引
用
部
分
は
同
一
表
現
で
あ
る
。

(33)
ま
た
温
庭
箔
『
温
飛
卿
詩
集
箋
注
』
巻
九
、
集
外
詩
、
「
華
清
宮
二
首
」
其
一
に
同
じ
。
註

(32)
「
華
清
宮
和
杜
舎
人
」
に
続
い
て
こ
の
詩
を
録

す
る
。

(34)
李
白
「
清
平
調
詞
」
其
三
に
、
「
解
繹
春
風
無
限
恨
、
況
香
亭
北
椅
蘭
干
」
と
。

(35)
『
旧
唐
書
』
巻
二

0
0上
、
安
緑
山
伝
に
、
「
上
御
勤
政
棲
、
於
御
坐
東
為
設
一
大
金
難
障
、
前
置
一
楊
坐
之
、
巻
去
其
簾
。
」
と
。

(36)
こ
こ
に
は
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
元
積
が
玄
宗
楊
貴
妃
の
行
宮
の
一
っ
連
昌
宮
に
つ
い
て
詠
ん
だ
「
連
昌
宮
詞
」
（
『
元
積
集
』
巻
二
四
）
に
も
、
次

の
よ
う
に
そ
の
零
落
ぶ
り
を
描
写
し
た
表
現
が
あ
る
。

荊
榛
櫛
比
塞
池
塘
狐
免
瞬
挺
縁
樹
木

舞
樹
歌
傾
基
尚
在
文
窟
窃
宛
紗
猶
緑

塵
埋
粉
墜
筐
花
細
烏
啄
風
箪
砕
珠
玉

上
皇
偏
愛
臨
翻
花
依
然
御
楊
臨
階
斜

蛇
出
燕
巣
盤
闘
洪
菌
生
香
案
正
嘗
衛

こ
の
表
現
は
、
先
に
あ
げ
た
鄭
隅
「
津
陽
門
詩
」
、
杜
牧
「
華
清
宮
三
十
韻
」
、
及
び
張
祐
又
は
趙
蝦
又
は
膵
能
又
は
温
庭
箔
の
「
華
清
宮
和
杜
舎

人
」
詩
に
お
け
る
華
清
宮
の
零
落
表
現
に
酷
似
す
る
。
両
者
の
直
接
の
影
響
関
係
は
認
め
難
い
が
、
要
は
、
華
清
宮
に
し
ろ
、
連
昌
宮
に
し
ろ
、

盛
暦
玄
宗
の
遺
跡
が
中
晩
唐
に
お
い
て
此
の
如
く
衰
落
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(37)
拙
稿
「
白
居
易
と
天
宝
の
遺
民
」
（
『
文
学
研
究
』
八
四
九
州
大
学
文
学
部
一
九
八
七
）
参
照
。
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